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 検 討 会 の 主 な 御 意 見  

 (1) ご み 収 集 に つ い て  

   駅 北 側 の 道 路 か ら 駅 前 広 場 に 車 が 入 れ る よ う に な ら な い の か 。 

  ま た 、 今 回 の 整 備 の 中 で 、 収 集 車 の 経 路 確 保 や ゴ ミ の 収 集 場 所  

  を 考 え て も ら い た い 。  

 ⇒  駅 北 側 の 駅 前 部 分 は 民 有 地 で あ り 、 歩 行 者 ・ 自 転 車 等 は 通 行  

  で き る が 車 は 通 行 さ せ て い な い 。 そ の 現 況 を 踏 ま え て 基 本 計 画  

  案 を 作 成 し て い る 。 ま た 、 当 該 北 側 に ゴ ミ 収 集 車 が 通 過 し た り  

  転 回 し た り す る 経 路 の 確 保 に は 、 土 地 の 面 的 な 整 備 を 意 識 し て  

  い か な い と 解 決 し き れ な い と 感 じ る 。 現 況 の ゴ ミ の 集 積 場 所 を  

  把 握 し た 上 で 、 今 後 の 検 討 に つ な げ た い 。  

 

 (2) 上 下 水 道 の 整 備 に つ い て ①  

   上 下 水 道 を 整 備 す る に あ た り 、 （ 資 料 １ ２ ペ ー ジ に 記 載 の あ  

  る ） 「 個 々 の 条 件 」 を 教 え て も ら い た い 。  

 ⇒  駅 前 広 場 お よ び 都 市 計 画 道 路 は 市 道 と な る の で 、 併 せ て 上 下  

  水 道 の 整 備 を 計 画 し て い く 。  

   私 道 に お い て 、 下 水 道 （ 汚 水 ） に つ い て は 、 私 道 所 有 者 の 承  

  諾 が あ れ ば 市 が 布 設 工 事 す る こ と も 可 能 と な る 。 水 道 に つ い て  

  は 、 同 承 諾 が あ っ て も 、 水 道 部 が 工 事 す る こ と は 無 く 、 開 発 や  

  建 築 行 為 の 際 、 関 係 権 利 者 の 個 人 負 担 が 原 則 と な る 。  

    

 (3) 上 下 水 道 の 基 盤 整 備 に つ い て ②  

   ス ー パ ー （ ジ ョ イ フ ー ズ ） 手 前 の 信 号 交 差 点 か ら 駅 ま で は 私  

  道 か ら 市 道 に な る の か 。ま た 、市 が 上 下 水 道 の 整 備 を 行 う の か 。  

   何 十 年 も 前 か ら こ の よ う な 話 が あ っ た が 、 も っ と 早 く や っ て  

  欲 し か っ た 。  

 ⇒  駅 前 広 場 及 び 都 市 計 画 道 路 部 分 は 市 道 と し て 上 下 水 道 の 整 備  

  も 行 う が 、 そ こ か ら 各 戸 へ の 引 き 込 み は 個 人 の 負 担 と な る 。  

   沼 南 町 の 時 代 は 、 東 口 駅 前 周 辺 に 土 地 区 画 整 理 事 業 と の 話 は  

  あ っ た が 実 現 に 至 ら な か っ た よ う だ 。 今 は 、 駅 前 広 場 の 早 期 実  

  現 と い う ご 意 見 が 多 い た め 、 市 は 買 収 方 式 で 整 備 す る 計 画 を 進  

  め て い る 。  
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 (4) 駅 前 広 場 北 側 の 地 域 に つ い て ①  

   当 該 北 側 地 域 で は 井 戸 を 使 っ て い る 人 が 多 い 。 自 己 負 担 で 上  

  水 道 整 備 を 検 討 し た が 諦 め た 経 緯 も あ り 、 こ の 機 会 に 上 水 道 を  

  整 備 し て ほ し い 。 ま た ， 駅 北 側 の 鉄 道 沿 い の 私 道 内 の 上 水 道 整  

  備 に つ い て 、 土 地 所 有 者 等 の 意 見 な ど 市 が と り ま と め を し て も  

  ら い た い 。  

 ⇒  私 道 に お け る 上 水 道 の 整 備 は 、 個 人 負 担 が 原 則 と な る た め 、  

  個 々 の 意 見 が あ る と 思 わ れ る が ， 市 が 取 り ま と め に 取 り 組 む こ  

  と も 考 え ら れ る 。  

   

 (5) 駅 前 広 場 北 側 の 地 域 に つ い て ②  

    駅 前 が 整 備 さ れ る の は 良 い こ と だ が 、 駅 北 側 の 地 域 は 取 り 残  

  さ れ た 状 態 に な る と 思 う 。 北 側 地 域 が こ れ か ら ど う な る の か が  

  地 域 の 関 心 事 で あ る と 思 う 。  

 ⇒  駅 前 広 場 に 上 下 水 道 等 を 整 備 す る こ と に よ り 、 駅 前 広 場 周 辺  

  の 地 域 に 上 下 水 道 等 を 延 伸 し や す く な る 。 こ の 機 会 に 、 地 域 の  

  の 皆 様 の ご 意 見 が ひ と つ に ま と ま れ ば 早 く 進 む と 思 う 。 将 来 の  

  周 辺 開 発 の 動 向 も 注 視 し な が ら 検 討 す る の も よ い と 考 え て い る 。 

 

 (6) 区 域 内 の 整 備 に つ い て （ 資 料 ７ ペ ー ジ の 図 ） に つ い て  

   赤 い 点 線 で 囲 わ れ た 区 域 の 道 路 や 上 下 水 道 を 市 が 整 備 す る の  

  か 。  

 ⇒  （ 資 料 ７ ペ ー ジ の ） 図 で 示 し た 区 域 は ， 本 ま ち づ く り 検 討 会  

  の 範 囲 で あ る 。 近 隣 商 業 地 域 を 中 心 に 、 駅 前 広 場 整 備 に よ り 影  

  響 を 受 け る と 想 定 さ れ る 範 囲 と し た 。 私 道 や 上 下 水 道 等 の 地 域  

  の 課 題 を 皆 様 と 検 討 し た く 設 定 し て い る 。  

 

  (7) 駅 前 広 場 及 び 都 市 計 画 道 路 整 備 事 業 の 工 程 と 進 捗 に つ い て  

    こ の 事 業 は い つ 終 わ る の か 。 ま た 、 ど こ ま で 進 ん で い る の か  

    の 経 過 や 今 後 の 予 定 を 教 え て も ら い た い 。  

 ⇒  今 年 度 は 基 本 計 画 案 の 作 成 を 進 め て い る 。 今 後 、 関 係 機 関 と  

  の 協 議 を 行 い な が ら 、 境 界 測 量 ・ 実 施 設 計 、 道 路 事 業 決 定 、 用  

  地 補 償 、 工 事 施 工 の 順 で 進 め て い く 。 事 業 期 間 と し て は 何 年 と  

  は 言 え な い が 、 早 期 実 現 に 努 め て い く 。  
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 (8) 駅 北 側 の 踏 切 及 び 周 辺 道 路 の 整 備 に つ い て  

     駅 北 側 の 踏 切 は 片 側 通 行 で あ る 。 ま た 、 周 辺 に 信 号 機 の な い  

  交 差 点 が あ り 危 な い 状 況 で あ る 。 ダ イ ヤ 改 正 に よ る 駅 利 用 者 の  

  増 加 で 駅 周 辺 の 交 通 量 も 増 え る と 思 う が 、 踏 切 内 の 道 路 幅 員 の  

  拡 幅 や 周 辺 交 差 点 に 信 号 機 を 設 置 す る な ど の 安 全 対 策 は 考 え て  

  い る の か 。  

 ⇒  踏 切 内 の 道 路 に つ い て は 、 複 線 化 工 事 の 後 ， 令 和 ２ 年 度 に 踏   

  切 内 拡 幅 工 事 を 行 い ， 歩 道 付 き で 車 の 相 互 通 行 が で き る 幅 員 に  

  拡 幅 さ れ る 。 ま た ， 踏 切 周 辺 の 道 路 整 備 や 信 号 機 設 置 の 予 定 は  

  な い 。 ご 指 摘 に つ い て は 、 地 域 の 皆 様 か ら の ご 要 望 や 工 事 完 了  

  後 の 現 地 の 交 通 実 態 を み て 考 え て い く 。  


